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きたがた議会だより

会を開き、人事案件2件、条例制定2件、条例改正9件、

6件等を審議・決定しました。

令和元年　第4回　定例会開かれる　

◎委員会報告（各常任委員会の主な質疑）

◎総務教育常任委員会

🆀 情報公開条例第19条第3項にある実施機関「諮問庁」とは。

🅰 町長、教育委員会、農業委員会、選挙管理委員会、固定資産評価審査委員会、監査委員、議会の 

　 ことです。

🆀 北小放課後児童クラブ新築工事のうち、北側スロープ部分の屋根はどうする予定か。

🅰 屋根の予定はありませんが、利用者の状況に応じて対応いたします。

🆀 町税収入減の理由は。

🅰 その前の年に、株の譲渡益による高額納税者がいたためです。

🆀 寄附金の収入増について。

🅰 ふるさと納税の大口寄付者がいたため。今後も返礼品を工夫して増額を目指します。

◎厚生都市常任委員会

🆀 印鑑条例に関して、旧氏が併記されるためにはどのような手続きがいるのか。

🅰 本人より、旧氏が記載されている戸籍謄本等から現在の氏が記載されている戸籍謄本等に至る 

　 全てを添付して請求していただく必要があります。

🆀 保育料の収入未済額の現況と対応は。

🅰 保育料の7月末の収入未済額は約13万円で、今後も未納者に対して納付を求めていきます。

第4回議会定例会（全会一致で同意・可決された議案）

教育委員会委員の同意について 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて

印鑑条例の一部改正 情報公開条例の制定

個人情報保護条例の制定 町職員の給与に関する条例の一部改正

町職員等の旅費に関する条例の一部改正 特定教育・保育施設等の利用者負担に関する条例の一部改正

福祉医療費助成に関する条例の一部改正 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正

道路占用料等徴収条例の一部改正 上水道給水条例の一部改正

消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部改正 工事請負契約の締結について

令和元年度一般会計補正予算（第4号） 令和元年度国民健康保険特別会計補正予算（第1号）

令和元年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号） 令和元年度下水道事業特別会計補正予算（第1号）

令和元年度上水道事業会計補正予算（第1号） 平成30年度一般会計歳入歳出決算の認定

平成30年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 平成30年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度南東部開発事業特別会計歳入歳出決算の認定 平成30年度下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定

平成30年度上水道事業会計利益の処分及び決算の認定
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北方町議会は8月26日〜9月6日までの12日間定例

補正予算5件、工事請負契約の締結1件、決算の認定

令和元年　第4回　定例会開かれる　

◎補正予算

☆主な歳入

　普通交付税･･･････････････ 1億4,425.3万円

　前年度繰越金･･･････････････△7,920.3万円

　学校施設環境改善事業債･････････6,300万円

　子ども・子育て関係（国・県支出金）

　･････････････････････････････2,517.5万円

☆主な歳出

　一般職人件費関係･････････････1,346.7万円

　子ども・子育て関係

　・児童福祉費･･･････････････････641.2万円

　・教育総務費（北方小・中学校改修工事費）

　　･････････････････････････････7,000万円

◎一般会計補正予算（第4号）　総額　1億2,235万円

◎国民健康保険特別会計　補正予算（第1号）　総額　1,262.2万円

◎下水道事業特別会計　補正予算（第1号）　総額　950万円

◎後期高齢者医療特別会計　補正予算（第1号）　総額　37.9万円

◎上水道事業会計　補正予算（第1号）　総額　約138.3万円

◎条例
（新規制定）

〇情報公開条例

個人情報保護条例の充実により分離

（一部改正）

〇印鑑条例

国による印鑑登録証明事務処理要領

〇個人情報保護条例

個人情報の定義の明確化等により情報公開条例より分離

〇特定教育・保育施設等の利用者負担に関する条例

子ども・子育て支援法の一部改正

〇町職員の給与に関する条例、町職員の旅費に関する条例、町消防団員の定員、任免、給与、服務等

に関する条例

成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律の公布

〇福祉医療費助成に関する条例

児童扶養手当法の一部改正

〇道路占用料等徴収条例

消費税法の一部改正

〇災害弔慰金の支給等に関する条例

災害弔慰金の支給等に関する法律の一部改正

〇上水道給水条例

水道法の一部改正

◎その他の議案
〇教育委員会委員の任命同意・・・・・引き続き、林明夫氏の選任に同意。

〇人権擁護委員の推薦につき意見・・・新たに鷲見香代子氏を適任とする。

〇工事請負契約の締結について・・・・北方小学校放課後児童クラブ施設新築工事の契約を可決する。



4

きたがた議会だより

◎平成30年度一般会計決算（歳出　67億1,371万円）など決まる

町税

22億7，732万円 民生費

21億8，671万円

総務費

16億9，037万円

土木費

5億4，567万円

教育費

5億3，561万円

衛生費

4億905万円

公債費

6億5，608万円

町債

3億5，389万円

地方交付税

13億4，792万円

県支出金

4億1，115万円

譲与税・交付金

4億2，034万円

諸収入

3億8，372万円

その他

14億1，255万円

国庫支出金

5億1，572万円

消防費

5億5，181万円

その他

1億3，841万円

〇一般会計

〇特別会計

歳　入 歳　出 収　支

国 民 健 康 保 険 21億3,737万円 18億1,381万円 3億2,356万円

後期高齢者医療 1億9,839万円 1億9,290万円 549万円

南東部開発事業 13億8,070万円 12億1,022万円 1億7,048万円

下 水 道 事 業 7億4,810万円 7億   214万円 4,596万円

〇町の財政について

基金（貯金）・町債（借金）の状況 H31.3.31（3月分返還後）

区　　分 平成30年度末現残高 平成29年度末現残高 比　　較

基金（貯金） 30億 754万円 21億5,473万円 8億5,281万円

町債（借金） 73億1,733万円 75億4,376万円 △2億2,643万円

町の財政状況

区　　分 平成30年度 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度

経常収支比率 88.8 88.9 89.4 88.4 89.6

公債費負担比率 13.7 12.0 10.7 10.7 12.4

財政力指数 0.630 0.634 0.633 0.627 0.619

※経常収支比率・・・・財政構造の弾力性を把握するもの。おおむね 75%で健全といわれる。

※公債費負担比率・・・一般財源に占める公債費（借金）の割合で、低いほど財政が安定している。

※財政力指数・・・・・財政上の能力を示す指数をいい、「１」に近いほど財政力が強い。

〇上水道事業会計

上水道事業 決算額

収益的収入 1億7,614万円

収益的支出 1億2,762万円

資本的収入 4,083万円

資本的支出 1億2,445万円
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9月定例会では、2人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しました。

質問の概要については、以下のとおりです。

なお、全文記録（議事録）は、ホームページに掲載しますのでご覧ください。

ページ 質問者（登壇順） 質　問　内　容

6 三　浦　元　嗣

加齢に伴う難聴に対する補聴器購入の補助制度について

幼児教育・保育の無償化について

7 杉　本　真由美

地区防災計画について

電話による特殊詐欺対策について

　一般質問は、住民から重大な関心と期待を寄せられている大事な議員活動です。

町政全般にわたって執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求め、議員自らの政

策提言を行い政治姿勢を明らかにするものです。

2人の議員が町政を問う
一般
質問

　議会の傍聴にお出でいただき、　

ありがとうございました。

　◎8/26〜9/6

　傍聴された方　7名
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きたがた議会だより

三浦元嗣 議員

問

高
齢
に
伴
う
難
聴
は
、

現
代
に
お
い
て
高
齢
者

の
就
業
や
社
会
参
加
が
求
め
ら

れ
る
中
で
、
大
き
な
障
害
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
成
り

立
た
な
く
な
る
こ
と
で
お
こ

る
、
う
つ
や
認
知
症
も
危
惧
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
こ
で
、
補
聴
器
の
購
入
に

対
し
、
現
在
聴
覚
障
害
6
級
以

上
の
方
が
対
象
と
な
っ
て
い
る

助
成
制
度
を
、
加
齢
に
よ
る
難

聴
に
つ
い
て
も
対
象
と
で
き
る

よ
う
に
検
討
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

問

10
月
か
ら
幼
児
教
育
・

保
育
の
無
償
化
が
始
ま

り
ま
す
が
、
給
食
費
は
保
護
者

の
負
担
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
給

食
費
な
ど
他
の
費
用
を
含
め
て

も
、
全
て
の
家
庭
で
無
償
化
の

恩
恵
が
受
け
ら
れ
る
の
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

答

税
務
課
長
兼
福
祉
健
康
課
長

　

給
食
費
の
副
食
費
に
つ
い
て
、

国
の
減
免
対
象
か
ら
外
れ
て
い

る
方
に
は
町
で
助
成
を
行
う
こ

と
を
考
え
て
い
ま
す
。
全
て
の

世
帯
に
お
い
て
、
無
償
化
前
よ

り
保
護
者
の
負
担
が
大
き
く
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

加齢に伴う難聴に対する

 補聴器購入の補助について

幼児教育・保育の無償化について

答

税
務
課
長
兼
福
祉
健
康
課
長

　

公
的
な
補
助
制
度
と
し
て
は
、

聴
覚
障
害
の
身
体
障
が
い
者
手

帳
所
持
者
に
、
補
装
具
と
し
て

の
補
聴
器
の
購
入
助
成
が
あ
り

ま
す
。
近
隣
市
町
に
お
い
て
も

補
聴
器
の
補
助
に
つ
い
て
は
同

様
で
あ
り
、
本
町
も
加
齢
に
よ

る
難
聴
に
対
し
て
の
補
聴
器
の

購
入
補
助
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問
「
認
可
外
保
育
施
設
」
等
、

子
ど
も
が
ど
こ
の
施
設

に
通
っ
て
い
る
の
か
把
握
困
難

と
思
わ
れ
る
施
設
に
対
し
、
町

で
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

税
務
課
長
兼
福
祉
健
康
課
長

　

認
可
外
保
育
施
設
等
は
、
町

へ
無
償
化
の
確
認
申
請
を
提
出

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
そ

の
際
に
利
用
者
に
町
へ
問
い
合

わ
せ
を
促
す
よ
う
要
請
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

問
「
無
償
化
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
か
」
、
「
ど
の
よ

う
に
申
請
を
行
う
か
」
等
の
必

要
な
情
報
を
、
ど
の
よ
う
に
伝

え
て
い
く
つ
も
り
で
す
か
。

答

税
務
課
長
兼
福
祉
健
康
課
長

　

町
の
広
報
誌
で
、
無
償
化
に

関
す
る
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
、
問
い
合
わ
せ
に

応
じ
て
個
別
に
案
内
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。
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杉本真由美 議員

問

災
害
発
生
時
に
、
よ
り

減
災
に
大
き
な
役
割
を

担
う
の
は
自
助
で
あ
り
共
助
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
視
点
に
立
て

ば
、
市
区
町
村
よ
り
も
小
さ
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
作
る
※

地

区
防
災
計
画
の
策
定
が
必
要
と

な
っ
て
き
ま
す
。

　

計
画
を
立
て
る
単
位
は
、
自

治
会
、
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
商

店
街
、
学
校
、
医
療
・
福
祉
施
設

な
ど
も
主
体
に
な
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
各
地
域
で
地
区
防
災

計
画
の
策
定
が
進
む
こ
と
が
町

全
体
の
災
害
対
応
力
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
が
、
こ

れ
に
関
す
る
認
識
と
そ
の
課
題

に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

問

電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺

は
手
口
を
様
々
に
変
え

て
お
り
、
被
害
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
は
、

金
銭
的
被
害
だ
け
で
な
く
、
深

刻
な
精
神
的
被
害
も
受
け
て
い

る
と
聞
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
町
に
お
け
る
被

害
状
況
と
、
そ
の
対
策
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。

答

防
災
安
全
課
主
幹

　

警
察
に
よ
る
と
、
平
成
29
年

以
降
、
町
内
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
は
お
り
ま
せ
ん
。
対
策
と

し
て
は
、
広
報
で
啓
発
記
事
を

掲
載
し
た
り
、
高
齢
者
が
参
加

す
る
行
事
等
の
際
に
注
意
喚
起

を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

答

防
災
安
全
課
主
幹

　

計
画
の
作
成
を
希
望
す
る
自

治
会
が
あ
れ
ば
積
極
的
に
支
援

し
、
町
の
「
地
域
防
災
計
画
」

に
定
め
て
い
く
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
課
題
と
し
て
、「
地
区
防

災
計
画
」
に
関
す
る
周
知
が
充

分
で
な
い
こ
と
と
、
自
治
会
に

お
い
て
計
画
を
立
案
す
る
体
制

が
整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
多
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
今
後
、

自
治
会
等
に
対
し
、
自
主
防
災

訓
練
相
談
会
な
ど
を
通
じ
て
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

岐
阜
県
警
で
は
、
ニ
セ

電
話
詐
欺
の
防
止
策
と

し
て
、
※

自
動
通
話
録
音
警
告

機
を
無
料
で
貸
与
し
て
い
ま

す
。
本
町
で
も
対
策
の
一
つ
と

し
て
活
用
で
き
ま
せ
ん
か
。

答

防
災
安
全
課
主
幹

　

警
察
が
行
っ
て
い
る
警
告
機

貸
与
の
取
り
組
み
や
警
告
機
の

紹
介
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め

の
対
策
を
広
報
等
で
周
知
し
て

い
き
ま
す
。

※
自
宅
に
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
と
、
呼
び
出
し
音
が
鳴
る

前
に
「
こ
の
電
話
は
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
防

止
の
た
め
会
話
内
容
が
録
音

さ
れ
ま
す
」
等
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
流
れ
る
も
の
。

地
区
防
災
計
画
に
つ
い
て

電
話
に
よ
る
特
殊
詐
欺
対
策
に
つ
い
て

※
自
治
会
、
企
業
、
学
校
等
の
小

さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
主
体
と

な
り
、
策
定
す
る
防
災
計
画
。

地
域
の
活
動
に
つ
い
て
、特
性

に
応
じ
た
柔
軟
な
規
定
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
る
。
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12月定例会の予定

月 火 水 木 金

11/25
議会運営委員会

29
全員協議会
　

12/3
※ 定例会　1日目
開会・提案説明

4
議案精読

5
議案精読

6
定例会　2日目
質疑・委員会付託

9
定例会　3日目

一般質問

10
厚生都市常任委員会
付託案件審査

11
総務教育常任委員会
付託案件審査

13
定例会　4日目
採決・閉会

※ 終了後、議案精読 全日、9：30から開催

傍聴を希望される方は、3F議会事務局で署名等の手続きをお願いします。

　

10
月
3
日
、
新
潟
県
の
田
上

町
（
た
が
み
ま
ち
）
議
会
の
社

会
文
教
常
任
委
員
会
の
委
員
が

「
北
方
学
園
構
想
」
に
つ
い
て
視

察
研
修
に
み
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
教
育
委
員
会
か
ら
、
構
想

に
至
る
ま
で
の
経
緯
や
こ
れ
ま

で
の
経
過
、
今
後
の
計
画
等
の

説
明
を
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
委
員
の
方
々
は
、
強
く
関

心
を
も
っ
て
い
た
だ
き
、
た
い

へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
と
、

感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

　

議

会

日

誌

令
和
元
年
7

月
〜
9

月

新
潟
県
田
上
町
議
会

「
北
方
学
園
構
想
」

 

視
察
研
修

７
月

８
日 

⃝
議
会
だ
よ
り
編
集

委
員
会

8
月

20
日 

⃝
議
会
運
営
委
員
会

23
日 

⃝
全
員
協
議
会

26
日 

⃝
第
４
回

 

議
会
定
例
会

 

（
第
１
日
）

27
日 

⃝
県
町
村
議
会
議
長

会

30
日 

⃝
第
４
回

 

議
会
定
例
会

 

（
第
２
日
）

9
月

２
日
⃝
第
４
回

 

議
会
定
例
会

 

（
第
３
日
）

３
日
⃝
厚
生
都
市
常
任
委

員
会

４
日
⃝
総
務
教
育
常
任
委

員
会

６
日
⃝
第
４
回

 

議
会
定
例
会

 

（
第
４
日
）

　
　

⃝
議
会
運
営
委
員
会

22
日
⃝
町
議
会
議
員
選
挙

投
票
日

24
日
⃝
当
選
証
書
授
与

30
日
⃝
第
５
回

 

　

議
会
臨
時
会
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新議員の紹介

神　

谷　
　
　

巧

松　

野　

由　

文

杉　

本　

真
由
美

鈴　

木　

浩　

之

井　

野　

勝　

已

議
席
番
号　

2
番

議
席
番
号　

4
番

議
席
番
号　

6
番

議
席
番
号　

8
番

議
席
番
号　

10
番

石　

井　

伸　

弘

村　

木　

俊　

文

三　

浦　

元　

嗣

安　

藤　

哲　

雄

安　

藤　

浩　

孝

議
席
番
号　

１
番

議
席
番
号　

3
番

議
席
番
号　

5
番

議
席
番
号　

7
番

議
席
番
号　

9
番
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委　員　会 委員長 副委員長 委　　　　員

総務教育常任委員会 松野　由文 安藤　哲雄 安藤　浩孝 神谷　　巧 石井　伸弘

厚生都市常任委員会 鈴木　浩之 三浦　元嗣 井野　勝已 杉本真由美 村木　俊文

議会運営委員会 松野　由文 鈴木　浩之 井野　勝已 安藤　哲雄

行財政改革問題特別委員会 鈴木　浩之 神谷　　巧

井野　勝已 安藤　浩孝 安藤　哲雄 杉本真由美

三浦　元嗣 松野　由文 村木　俊文 石井　伸弘

議会改革推進委員会 松野　由文 三浦　元嗣

井野　勝已 安藤　浩孝 鈴木　浩之 安藤　哲雄

杉本真由美 村木　俊文 神谷　　巧 石井　伸弘

南東部開発事業特別委員会 井野　勝已 石井　伸弘

安藤　浩孝 鈴木　浩之 安藤　哲雄 杉本真由美

三浦　元嗣 松野　由文 村木　俊文 神谷　　巧

議会だより編集委員会 杉本真由美 鈴木　浩之 安藤　哲雄 三浦　元嗣 松野　由文

もとす広域連合議会議員 井野　勝已 鈴木　浩之 村木　俊文

監査委員 安藤　哲雄

令和元年第5回臨時会が開かれ、

新しい議会構成決まる

　

9
月
30
日
、
一
般
選
挙
後
初
議
会
と
な
る
令
和

元
年
第
5
回
北
方
町
議
会
臨
時
会
が
開
か
れ
、
正

副
議
長
や
監
査
委
員
、
各
種
委
員
が
決
ま
り
、
以

下
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
推
進
委
員
会
な
ど
の
特
別
委

員
会
が
引
き
続
き
設
置
さ
れ
、
閉
会
中
に
継
続
調

査
を
行
う
こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

議　

長安
　
藤
　
浩
　
孝

副
議
長杉

　
本
　
真
由
美


